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本県最大の穀倉地帯を誇る香長平野の東端に位置する土佐山田町は、四万十

川、仁淀ナ||と 並ぶ県下三大一級河川のひとつである物部川の悠久の流れに抱か

れ、歴史と文化を培ってきました。日本でも有数の石灰岩の鍾乳洞である龍河

洞をはじめ、江戸時代に香長平野を潤すため野中兼山が指揮 し建造 した山田

堰など数多 くの文化財があります。また、土佐打刃物や高知県東部特有の染物

であるフラフの生産などすばらしい歴史と文化を受け継ぎ次代へ伝承すること

は、現代の我々に課せられた責務であると考えます。

今回調査を実施した楠 目地区には、ひびのき遺跡やひびのきサウジ遺跡をは

じめとする全国的に著名な弥生時代の集落跡があります。このたび報告書とし

て刊行することになりました本書が、今後の研究や文化財保護思想の普及の助

けとなり、先人の残 した歴史遺産を将来守 り伝えていくきっかけとなれば幸い

です。

最後になりましたが、高知県教育委員会、高知県文化財団埋蔵文化財セン

ター、地元関係者の方々をはじめ発掘調査から整理作業に至るまでにご協力い

ただきました皆様に対 し、厚 くお礼申しあげます。

平成16年 9月 24日

土佐山田町教育委員会

教育長   原 初恵



例  言

1.本書は、土佐山田町町民グラウンド防球ネット新設工事に伴う事前の発掘調査についての報告

書である。

2.遺跡は、高知県香美郡土佐山田町に所在する。

3.調査期間

試掘確認調査は平成15年 9月 26日 から9月 30日 、発掘調査は同年10月 15日 から10月 28日 まで実

施した。

4.調査は土佐山田町を事業主体とし、土佐山田町教育委員会が行った。

5。 調査姑象面積  5,600∬

発掘調査面積   75,6∬

うち、試掘確認調査面積は20だ、本発掘調査面積は55.6どである。

6.本書の執筆は小林麻由 (土佐山田町教育委員会社会教育課)が行った。

7.遺構については、SK(土坑)、 SX(性格不明遺構)、 SR(自 然流路)、 P(柱穴)で表示した。

8.発掘調査及び本報告書を作成するにあたつては、池澤俊幸氏、坂本裕一氏 (高知県教育委員会

文化財課)、 出原恵三氏、山本哲也氏 (財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センター)に ご助言、

ご教示をいただいた。記して謝意を表したい。

9.発掘作業及び整理作業には下記の方々に従事していただいた。記して謝意を表したい。

発掘調査

加治宣子、公文章仁、坂田昌成、佐々木龍男、竹崎芳子、竹村君子、中沢英子、古谷廣海

整理作業

高橋加奈、竹崎寛将、宗石祥一

10.出 土遺物については、「03-2-YO」 (試掘確認調査)及 び「034YKO」 (発掘調査)と 注記 し、

関連図面・
写真とともに上佐山田町教育委員会で保管している。
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第 I章 調査にいたる経過

第 I章 調査にいたる経過

ひびのき岡ノ神母遺跡は、長岡台地の東端部に位置する遺跡である。

昭和58年度に地域スポーツ振興対策事業上佐山田町町民運動場整備工事のため、町民グラウンド

(当時は鏡野中学校校庭遺跡の名称で呼ばれていた)内において、建設機械による掘削が行われて

ヤヽる。

この時は掘削 した溝の地層断面の記録 と掘削土中からの遺物採集にとどまってお り、遺構の検出

は不可能だったが断面を観察 した結果、旧地形の傾きと遺物包含層の堆積状況について推定 してい

る。

報告書によると、「旧地形は西に向かって下降してお り、遺物包含層や意向は反対に東に向かっ

て広が りひびのき遺跡に続いている」とある。また、昭和58年度以前にもプール建設時及び武道館

建設時に背後の小倉山斜面を掘削 した際に、弥生土器片の出土があったことが報告されている。

平成15年度に防球ネットの老朽化に伴い、新設工事が実施されることとなったため、遺跡の影響

は避けられないこととなった。

平成15年 9月 26日 から30日 にかけて試掘確認調査を実施 してお り、遺物包含層及び遺構等の有無

を調査 した結果それらを確認 した。

土佐山田町教育委員会は開発部局との協議を行い、工事着手前の11月 下旬までを期限として本調

査を開始 した。発掘調査期間は平成15年 10月 15日 から10月 28日 まで実施 し、調査区域は町民グラウ

ンドの南西端に一カ所設定した。
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Fig。 1 高知県の市町村と土佐山田町の位置
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第Ⅱ章 周辺の地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境
土佐山田町は、高知県の中東部に位置し、行政区画では香美郡に属する。剣山を源とする物部川

によつて形成された本県最大の扇状地である香長平野の北端部にあり、70%を森林地帯が占める。

高知市より東に18km、 北は大豊町と本山町、西は南国市、東は香北町、南は野市町に接しており、

広さは東西に12.4km、 商北10.5km、 面積116.46団であり、人口は21,635人 (平成16年 6月 )を有する。

地質の特徴としては、西南日本外帯の秩父帯に位置することがあげられる。

四国の秩父帯は、大樽―杉田構造線、神原谷―岩改構造線によって3カ 所に分類される。土佐山

田町は地域の過半部、3カ所のうち最北端にあたる秩父帯北帯に位置し、その南部は中帯及び南帯

に位置する。

また、国の天然記念物及び史跡として指定をうけている龍河洞は、虚空蔵山層群 (三畳系)の石

灰岩体に発達しており、日本の代表的な洞穴生物が生息する鍾乳洞として有名である。

天狗岳不整合は、町西部の甫喜ガ峰 (標高611m)に端を発し浦戸湾に注ぐ新改川 (国分川)右

岸の新改地区でみられ、県天然記念物に指定されている。休場層 (古生代二畳紀)チ ャートの上に

領石層 (中生代白亜紀)の基底礫岩が進積しており、休場層の堆積後九千年間陸上にあって再び沈

降して、そこに領石層が堆積し不整合を形成した。

全体の地層が北に70～80度の傾斜を示して逆転しており、領石層の上に休場層が堆積しているか

のように見えるのが特徴である。

第 2節 歴史的環境
縄文時代は、県西部に遺跡が多 く分布する。仁淀川水系の不動ガ岩屋洞穴遺跡 (佐川町)や

四万十川水系に属する十川駄馬崎遺跡 (十和村)、 木屋ガ内遺跡 (大正町)な どで早期押型文土器、

厚手無文土器が出上している。

近年では、香長平野を流れる物部川流域左岸の刈谷我野遺跡 (香北町)よ り早期に属する遺構及

び縄文土器片が多く確認されている。

また、吉野川上流にあたる穴内川流域の飼古屋岩陰遺跡、新改川流域の開キ九遺跡でも早期押型

文土器及び無文厚手土器の出上が確認された。開キ九遺跡は後世のかく乱等の乱れが少なく、層位

的な遺物取り上げがなされた遺跡のひとつである。責島式併行期の土器が確認されているが、全体

的には無文厚手土器の割合が多い。

同じく吉野川水系の縄文時代の遺跡として知られているのは奥谷南遺跡 (南国市)である。中期

に属する堅果類貯蔵穴が 8基検出されている。

前期初頭上器、晩期前半土器及び貯蔵用ピットが検出された美良布遺跡 (香北町)では、竪穴住

居址は検出できず、掘立柱建物が存在した可能性が指摘されている。

弥生時代は、物部川下流域に位置する田村遺跡群 (南 国市)に代表される前期の集落が県内各地

に出現し始めたのを契機として、前期末頃より多くの弥生集落が出現する。上佐山田町において弥
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第Ⅱ章 周辺の地理的・歴史的環境

Fig 2 周辺の遺跡分布図 (S=1/25,OIXl)

No 遺 跡 名 時  代 No 遺 跡 名 時  代

1 ひびのき岡ノ神母遺跡 弥生～中世 16 前ノ芝遺跡 弥生～平安

2 ひびのきサウジ遺跡 弥生～近世 17 郷本遺跡 弥生・古墳

3 伏原遺跡 弥生～平安 18 宮田遺跡 弥生～近世

4 鏡野学園古墳 古墳 19 雪ケ峰城跡 中世

5 小倉山古墳 古墳 20 山田堰 近 世

6 メウカイ遺跡 弥生～中世
つ
々 林田シタノヂ遺跡 縄文～近世

，
ど ひびのき遺跡 弥生～近世

つ
々 林田遺跡 弥生～中世

8 ひびのき大河内遺跡 弥生～近世 23 加茂神社西遺跡 古墳～中世

9 伏原大塚古墳 古墳 24 原遺跡 弥生～近世

10 大塚遺跡 弥生～近世 25 高柳遺跡 弥生～中世

楠目城跡 中世 26 高柳土居城跡 中世

つ
つ 田所神社遺跡 弥生～中世 27 町田堰東遺跡 縄文～中世

13 楠目遺跡 弥生～近世 28 町田遺跡 弥生～中世

14 稲荷前遺跡 弥生～近世 29 ガニウド遺跡 古墳～中世

15 大西土居遺跡 弥 生 30 加茂遺跡 古墳～中世

Tab l ひびのき岡ノ神母遺跡と周辺の遺跡一覧表
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生時代の遺跡が確認されたのは、高地性集落及び洞穴遺跡が出現する中期に至ってからである。

後者に属する龍河洞洞穴遺跡は、鍾乳洞の洞穴内に炉跡を伴う居住スペースが確認されている。

後期にさしかかると、遺跡数は劇的に増加する。ひびのき式上器の標準遺跡となったひびのき遺

跡では、弥生後期中葉 (ひ びのきI式土器)か ら弥生後期末 (ひ びのき正式土器)の遺物が出上し、

ベッド状遺構を伴う隅九方形の竪穴住居址が検出された。

原南遺跡は弥生時代中期後半から近世に至る複合遺跡である。弥生時代中期としては初の出土例

となった高床倉庫が検出されている。

また、ひびのき正式上器が多く出上しているひびのきサウジ遺跡では、竪穴住居址と奏棺墓 9基

が検出された。弥生時代後期の集落と墓制を研究するうえで貴重な資料である。なかでも、ST 8

では讃岐からの搬入品を含め良好な資料が多数出上している。

弥生時代後終末から古墳時代前期初頭と位置づけられる五軒屋敷遺跡 (南国市)では、弥生時代

後期終末の上墳墓、古墳時代前期初頭の竪穴住居址 2棟が確認された。物部川下流の左岸に位置す

る下ノ坪遺跡 (野市町)で も後期に属する竪穴住居址が検出されており、出土遺物には讃岐からの

搬入品もみられた。また、古墳時代後期の住居址と住居に付随するカマ ドが報告されている。

古墳時代には一辺34mの大型古墳で、全国にも類例がない円筒埴輪が周溝から出上している伏原

大塚古墳をはじめとして、須江ツカアナ古墳など平地に古墳が築造されている。

古代になると、新改・植 。須江地区の山麓部に窯跡が多く造られた。現在40数力所確認されてお

り、比江廃寺跡 (南国市)の瓦を焼成したタンガン遺跡や土佐国分寺の平瓦を焼成した東谷遺跡が

存在する。

また、「大領」の地名が残る物部川右岸の大領遺跡は、古代香美郡の官衛推定地と考えられてい

る。

中世に山田氏が楠 目城を拠点として領主制支配を展開するが、天文年間には長宗我部氏に攻めら

れて滅亡 した。平成 9年度に確認調査を実施 し柱穴を伴う曲輪の存在が確認されている。

新改川右岸では、国産陶磁器及び貿易陶磁が出土 した集落跡である南ヶ内遺跡、屋舗田丸遺跡が

存在する。河岸段丘上に位置する当該地は、この新改川を利用 して国分寺、浦戸に至る下流域まで

物資運搬をしていたことが想定できる。
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第Ⅱ章 周辺の地理的・歴史的環境
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第Ⅲ章 調査の概要

第 1節 調査の方法

事前に試掘確認調査を実施し遺構及び遺物が認められたため、遺物包含層が残るTR2周辺に調

査区を設定し、平成15年 10月 15日 より本調査を開始した。

グラウンド南は当初、樹木が生い茂り防球ネットを覆っていた。しかし、東進してくるあけぼの

道路に接する地点であり既存の防球ネットを内側に移動する作業を行うため、調査期間中に樹木の

除去作業が行われた。

試掘確認調査により撹乱層の堆積及び昭和59年に設置した排水溝の存在が確認されたため、これ

を回避しつつ撹乱層の除去を重機により行い、その後は人力掘削に切り替えた。

遺構及び層序の実測は20分の 1縮尺で行った。

第 2節 試掘確認調査結果について

平成15年 9月 26日 ～30日 にかけて実施 し、5カ所を調査 した。

結果は下記のとお りである。

《TRl》

グラウンド西端に設定し、調査したトレンチである。

表土下0,9mま で撹乱をうけており、埋上にはガラス片が混入している。また、表上下20cmの

位置に排水溝が設置されていたため、位置をずらして調査を続行した。

撹乱層の下に遺物包含層の堆積が見られる。弥生土器片が出上している。

《TR2》

TRlの南に設定し、調査したトレンチである。TRlと 同様に撹乱を受けているが遺物包含層

は残っている。溝状遺構が検出されており、その底辺の砂礫層からは弥生土器がほぼ完形で出土

した (Fig。 5)。 遺物包含層はⅨ層で、出土遺物はいずれも弥生土器である。

《TR3》

TR2の調査結果をふまえ、TR4と の間に設定し調査したトレンチである。遺物包含層が 2層

堆積しており、遺物を多く含むが遺構は確認できなかった。

《TR4》

TR3の東に設定したトレンチである。ほぼ水平堆積を呈し、表上下0.4mの位置に黒ボク及び

遺物包含層が認められた。なお、黒ボク層からは弥生土器の底部が出土している。外面に縦方向

のハケ調整痕を施す。

《TR5》

TR4の東に設定したトレンチである。トレンチ内の西側に建物の基礎と考えられるコンクリー

トとバラスが確認された。表土下1.lmか ら下には、しまりがある掲色シルトが堆積 している。

遺物、遺構は確認されていない。

-6-
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調査区南壁土層断面
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I 表土

Ⅱ 5YR4/6 赤褐色粘質土層
Ⅲ 10YR4/3 暗褐色粘質土礫混層
Ⅳ 75YR4/4褐色粘質土

V 黒ボク層
Ⅵ 10YR4/6褐色粘質土層
Ⅶ 10YR4/3 にぶい黄褐色礫混層

TRl 北壁土層断面

Ⅱ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

�

�

10YR3/4 暗褐色粘質土層
10YR3/3 暗褐色粘質土層礫混層
10YR4/2 灰責褐色粘質土層
25Y3/2 黒褐色粘質土層 (遺物包含層 )

10YR17/1黒 色粘砂土層 (遺構検出面 )

I 表土
1 10YR5/6黒褐色粘砂土層
Ⅲ 10YR5/8黄 褐色礫混層
Ⅳ 10YR4/3に ぶい責褐色粘質土層
V 10YR2/1黒色粘砂土層 (角礫混 じる、撹乱層 )

Ⅵ 10YR3/3暗 掲色粘質土層
Ⅶ 10YR3/2黒 褐色粘砂土層 (灰、土器片混 じる)

Ⅷ 10YR2/3黒 褐色粘砂土層 (遺物包含層 )

TR3 南壁土層断面

L十 ~~~~―
一 ― ―

‐_―
一

‐」

1 10YR5/8責褐色粘質土礫混層 (表土 )

■ 10YR3/4暗褐色粘質土礫混層
H ЮYR4/3暗褐色粘質土礫混層
Ⅳ 5YR5/8 黒褐色粘質土礫混層
V 10YR2/3黒褐色粘質土礫混層 (し まり無 し)

Ⅵ 10YR3/2黒褐色粘質土礫混層 (し まり無 し)

Ⅶ 10YR2/3黒 褐色粘質土層 (遺物包含層 )

Ⅷ 10YR3/1黒 褐色粘質土層 (遺物包含層 )

東壁土層断面

1 10YR6/6表土 (グ ラウン ドの土 )

■ 10YR4/3黒褐色粘質土層 (赤褐色上が筋状に挟まる)

1 10YR6/6明 責褐色粘質土礫混層
Ⅳ 黒ボク (砂が混 じる)

V 10YR3/2黒 褐色粘質土層
Ⅵ 10YR2/3黒色粘質土層
Ⅶ 10YR2/2黒褐色粘質土層
Ⅷ 10YR3/1黒褐色粘質土層
Ⅸ 10YR4/4褐色粘質土層
X 75Y詑 /3極暗褐色粘質土層

※X層下はかな りしまりがある褐色シル トが堆積 している

(DL=52C100m)

0           1m

⑥ Ⅲ



第Ⅲ章 調査の概要

第 3節 基本層序
本発掘調査の基本的な層序は以下のとお りである。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

�層

�層

表土層 (グ ラウンドの上)

赤褐色粘質土礫混層

暗褐色粘質土礫混層

褐色粘質土層

黒ボク層

褐色粘質土層

にぶい黄褐色粘質土礫混層

暗褐色粘質土層

暗褐色粘質土礫混層

灰黄褐色粘質土層

黒褐色粘質土層 (遺物包含層)

黒色粘砂土層 (遺構検出面)

Ⅱ oⅢ・V・ Ⅶ・Ⅸ層についてはしまりがなくガラス片等を含む層で、撹乱されていると推測さ

れる。近世陶磁器片、土師質土器片も混入している。

遺物包含層としてとらえられるのは�層で、弥生土器及び須恵器が出土している。

命

ダ
r

//

0                           10cm

Fig 5 試掘確認調査出土遺物実測図
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第Ⅳ章 遺構と遺物

1.検出遺構 (Fig.7)

ピット状遺構と土坑が検出されたが、竪穴住居址は確認されなかった。

いずれの遺構も埋土は単純一層である。

(1)土坑

SKl

調査区南西端 に位置する。形は楕円形 を呈 し、短径80cm、 深 さ23cmを 測る。遺物は出上 して

いない。

SK2

SK l東 に位置する。半分以上が調査区外 に出ていると考えられる。断面はす り鉢状で径3.7m、

深さ34cmを測る。底から砂岩と弥生土器3点が出土しており、このうち一点は弥生土器の底部

である。粗粒砂を多く含む胎土で内外面ともに磨耗が激しい。平底を呈する。

SK3

SK 2東に位置する。長径1.3m、 短径48cm、 深さ17cmを 測る。形は楕円形を呈する。遺物は

出土 していない。

(2)柱穴

Pl

調査区南西端、SK lと 隣接する柱穴である。径30cm、 深さ10cmを 測 り、形は楕円形を呈する。

埋土は黒褐色粘質土で、出上 した遺物は弥生土器の細片 1点である。

P2

SK lと SK 2の 間に位置 し、半分が調査区外に出ている。径20cm、 深さ 7 cmを 測る。埋土は

黒褐色粘質土で、遺物は出土 していない。

(3)自然流路

SRl

調査区東に位置する、東西に伸びる溝である。長さ7.5m、 深さ約16cmを 測る。埋土は責灰

色砂層である。調査中に水が湧き、溜まることがしばしばあった。

弥生土器片が多 く出上 してお り、以下記述する遺物 もすべてSR lか ら出土 したものである。

2.出土遺物 について

今回の調査では、土坑及び柱穴から出土した遺物がいずれも細片であったり磨耗が激しいもので

あつたりしたため、図示していない。

遺物包含層には須恵器片が数点含まれていたが、古墳時代の遺構が検出されなかったことや古式

上師器を伴わないことから流れ込みと考えられる。

弥生時代後期土器が多数を占める。土佐地域の編年に沿って分類し、V-1～ 3様式に該当する

可能性が高いという結果を得た。

-10-



第Ⅳ章 遺構 と遺物

養形土器 (Fig.6)

1は口縁部で、口縁部外面下より縦方向にハケ調整を施した後で横ナデをした痕跡がある。内

面にもハケ調整がみられる。口縁部内外面ともナデ調整が認められる。

2は胎上が在地産のものと比べて色調が黄色に近 く、石灰岩など2～ 3 mmの 粗砂粒を含んでい

る。調整は内外面とも丁寧で外面のハケ調整 も密である。外面顎部及び外反 した内面口縁部には

強いナデ調整が施される。讃岐からの搬入品である可能性が高い。

3は丸みを帯びた胴部を呈する甕の底部である。内面は底部から胴部に向かってヘラケズリを

施す。胎土にはチャー トなど粗砂粒を多 く含む。 6は口唇部に2条の凹線文が巡る。外面は顎部

に横方向のナデ調整を施 している。

7は外面に縦方向のハケ調整を施 している。底部は平底である。 8は同じく底部で、外面には

縦方向のハケ調整を施 してお り、内面には左下が りのヘラケズリが認められる。

9は外面に縦方向のハケ調整、内面下半には下から上に向かってヘラケズリを施す。平底であ

る。

11は他の上器と比べて器壁が薄 く、口縁部は上下に拡張しており顎部は「 く」の字に強 く外反

している。口唇部には2条の凹線文が認められるがうち l条は途中で途切れる。口縁部内外面に

ナデ調整、胴部上半にはハケ調整がそれぞれ施される。

12は 口縁端部が厚 く作 られており、内外面とも口縁部にナデ調整を施す。内面顎部には指頭圧

痕が認められる。13も 12と 同様、内外面とも口縁部にはナデ調整が施される。

壷型土器
。小型土器 (Fig.6)

直口壺の口縁部 (5)は 口唇部外面が剥離 してお り、頸部より下には縦方向のナデ調整が施さ

れる。頸部より胴部に至る内面に指頭左痕が認められる。

10は小型甕型土器と考えられる。ひびのきⅡ式もしくはⅢ式に類する可能性がある。内外面と

も磨耗が激 しい。

土製支脚 (Fig.6)

外面に横方向の調整が施され、内面及び底部が剥離 している。支脚と考えられる。

3.試掘確認調査 出土遺物 につ いて

TR2よ り弥生後期土器がほぼ完形で出土している。外面には縦方向のハケ調整を施しており、

頸部に指頭圧痕が見られる。内面は底部から胴部に向かってヘラケズリを施す。

V-2様式の甕と考えられる。

-11-
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第Ⅳ章 遺構 と遺物

Fig.7 調査区平面図

勘
配

翻
配

器種
法 量 (cm) 手 法

胎   土 備  考

口径 底 径 胴 径 器高 外   面 内  面

ユ Fig 7 養
縦方向のハケ調整 十横方向

のナデ調整
右下が りのハケ調整 粗砂粒多く含む 日縁部外面に媒付着

2 FIg 7 甕 縦方向のハケ調整 横方向のヘラケズリ
チャー ト他の粗砂粒・雲

母含む
搬入品

3 FIg 7 甕 右下が りのハケ調整 左下が りのヘラケズ リ
チャート他の狙砂を多く
含む

4 Flg 7 支脚 横方向の調整 剥離 している チャート他の粗砂を含む

5 FIg 7 壼

口唇部剥離

頸部より下に縦方向のナデ

調整

頭部 より下に指頭左痕
チャート他の粗砂を多く
含む

6 Flg 7 賓 1&8
口唇部に2条の凹線文を施

す横方向のナデ調整
粗砂粒多く含む

7 Flg 7 箋 5 縦方向のハケ調整 粗砂粒多く含む 底部平底

8 Fig 7 養 54 縦方向のハケ調整 左下が りのヘラケズリ 粗砂粒多 く含む 底部平底

9 Flg 7 霙 5 縦方向のハケ調整
縦方向 (下→上)のヘラ
ケズリ

粗砂粒多く含む

Flg 7 小型養 71 縦方向のハケ調整
チャート他の粗砂を多く
含む

内外面 とも剥離 している

Flg 7 箋
口唇部に2条の四線文を施
す。左下がりのハケ調整

縦方向のハケ調整 粗砂粒多く含む

Flg 7 菱
口縁部から顕部にかけて横

方向のナデ調整
頭部に指頭圧痕 粗砂粒多く含む

Fig 7 菱 頸部に横方向のナデ調整
日唇部から顕部にかけて

横方向のナデ調整
粗砂粒多く含む

尉g5 養 144 194 %1
縦方向のハケ調整

頸部に指頭圧痕

縦方向 (下→上)のヘラ
ケズリ

粗砂粒多 く含む

Tab 2 遺物観察表
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第V章 ま と め

弥生時代後期終末から古墳時代初頭の集落跡であるひびのき遺跡、ひびのきサウジ遺跡と隣接する

当遺跡は、昭和59年の工事途中に出土した遺物を採集し上層断面を確認している①。結果、グラウン

ド東において地山層と遺構が認められた。これはひびのき遺跡との関連もうかがわせる現象である。

昭和59年当時の出土遺物は弥生時代後期土器及び古式土師器が最も多く、器形はひびのきI式に

該当する。500数点が出上しており、弥生土器以外では須恵器、石器等がみられる。

土器を観察した結果、高台状の底部を有するV-4様式
②、外面に横方向及び左下がりのハケ調

整を施す、やや器壁の薄いV-5様式、底部外面にタタキロを施すⅥ-1様式にそれぞれ分類でき

ると考えられる小型鉢がある。他にはV-2様式またはV-3様式と考えられる甕の底部が出上し

ている。

また、当遺跡の北に位置する月ヽ倉山斜面を施設建設のために掘削した際、弥生時代中期末から後

期にかけての上器が少量出上している。

今回の調査では遺構が少なく当遺跡の全体を把握することは難しかつたが(層位的な出土遺物の

取り上げと、その製作時期について推定することができた。

出上した遺物の器形は甕が最も多く、壼、支脚も存在する。図示できなかった弥生土器片の中に

は外面にタタキロを施すものも僅少だが混じっていることから、後期終末の集落が存在する可能性

がある。

遺構は柱穴と土坑、砂と小礫が堆積するSR lが検出されている。弥生後期土器が多く出土した

SR lは土層断面で確認したところ、流路の埋土 (にぶい黄褐色砂礫層)の上に堆積する遺物包含

層もSR lと 同様に溝状の窪みを形成しており、この遺構が埋まった後に同じ方向へ溝を掘った可

能性も考えられる。

次に問題となるのが周辺の集落との関連である。ひびのき遺跡及びひびのきサウジ遺跡は共に隣

接しており、いずれも後期終末に成立した集落である。前述したとおり、当遺跡の北に位置する山

の斜面からは中期末の遺物が出上しており、高地性集落が営まれていたと考えられるが徐々に降り

てきて集落を形成し後期終末に至って範囲を拡大したのではないかと考えられる。

物部川流域に展開する弥生時代の集落では、当遺跡の700m南に稲荷前遺跡が存在する。弥生時

代中期後半から後期前半にかけての遺構及び遺物が確認されている。また稲荷前遺跡と同時期の遺

跡として南西に約600mの位置に中期後半から後期終末にかけての住居址や溝状遺構が確認された

原南遺跡がある。これらの遺跡と、ひびのき遺跡及びひびのきサウジ遺跡に先行する後期前半の土

器が出上したひびのき岡ノ神母遺跡との関わりについて今後検討を重ねる必要がある。

《参考文献》
(1)出原恵三『鏡野中学校校庭遺跡』 (1984年 )土佐山田町教育委員会

(2)菅原康夫・梅木謙一編『弥生土器の様式と編年 四国編』 (2000年 )土佐地域の様式による
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PL.1

報

調査区全景 (北 より)

〔試掘〕TRl設定 (南 より)

〔試掘〕TR2設定 (西 より)

〔試掘〕TR2遺物出土状況 (北 より)

〔試掘〕TRl北壁土層断面 (南 より) 〔試掘〕TR2南墜土層断面 (北 より)



PL.2

〔試掘〕TR3設定 (北 より)

〔試掘〕TR3南壁土層断面 (北 より) 〔試掘〕TR5設定 (西 より)

〔試掘〕TR4南壁土層断面 (北 より)

〔試掘〕TR4設定 (東 より) 〔試掘〕TR5東壁土層断面 (西 より)



PL.3

4■|,千∵|■■■イ,4李 if■■ャ■ゞ単 _ⅢⅢ

調査風景 (西 より)

南壁土層断面 (北 より)



PL.4

遺物出土状況 (北 より)

遺構検出状況 (西 より)



PL.5

13

出土遺物 (弥生時代後期土器)

出土遺物 (弥生時代後期・甕)
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9月 26日 ～

9月 311日

発掘調査
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10月 15日 ～

10ナ]28日

試掘確認

調査

20E正

発掘調査

55,6■ド

町民グラウン

ド防球ネット

新設工事に伴

う埋蔵文化財

発掘調査
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自然流路より、多数

の弥生時代後期土器

が出土している
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